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平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
で

は
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
と

の
比
較
で
は
、
12
億
８
９
０
０

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

主
な
増
加
の
要
因
は
、
台
風

12
号
に
よ
る
災
害
の
復
旧
費
な

ど
で
す
。

特
別
会
計
で
は
、
全
体
的
に

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

の
完
了
に
よ
り
、
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。

平成２4年度一般会計予算の概要

86億6,900万円

歳　出

一般会計
目的別歳出
86億6,900
万円

総務費
7億4,669万9千円
（8.6％）

議会費
9,430万9千円（1.1％）

民生費
18億5,397万7千円
（21.4％）

農林水産業費
10億6,025万4千円
（12.2％）

衛生費
6億980万
1千円
（7.0％）

土木費
5億4,929万円
（6.3％）

災害復旧費
10億5,636万円
（12.2％）

商工費
5,584万8千円（0.7％）

公債費
17億3,936万9千円
（20.1％）

予備費　1,000万円
（0.1％）

消防費
3億514万円
（3.5％）

教育費
5億8,795万3千円
（6.8％）

歳　入

県支出金
11億2,900万5千円
（13.0％）

国庫支出金
8億7,198万8千円
（10.1％）

町　債
6億6,010万円
（7.6％）

町　税
13億5,904万2千円
（15.7％）

地方交付税
36億円
（41.5％）

一般会計
歳入総額

86億6,900万円

依存財源
65億259万3千円
（75.0％）

自主財源
21億6,640万7千円
（25.0％）

繰入金
4億4,507万7千円（5.1％）

諸収入ほか
1億1,975万1千円（1.4％）

地方消費税交付金ほか
2億4,150万円（2.8％）

繰越金
7,000万円（0.8％）

使用料及び手数料ほか
1億7,253万7千円（2.0％）

（昨年より12億8，9００万円増）
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平成24年度　みなべ町当初予算総括表
一般会計、特別会計	 	 	 	 	 	 	 	 	 　　（▲は減額・率）

会計名 平成 24 年度 平成 23 年度 増減額 増減率

一 般 会 計 86 億 6,900 万円 73 億 8,000 万円 12 億 8,900 万円 17.5％

特 別 会 計 45 億 2,486 万 5 千円 46 億 5,553 万 4 千円 ▲ 1億 3,066 万 9 千円 ▲ 2.8％

国 民 健 康 保 険 19 億 5,367 万 4 千円 19 億 2,783 万 7 千円 2,583 万 7 千円 1.3％

後 期 高 齢 者 医 療 2億 6,467 万 8 千円 2億 4,439 万 5 千円 2,028 万 3 千円 8.3％

介 護 保 険 13 億 1,760 万 7 千円 12 億 3,055 万 3 千円 8,705 万 4 千円 7.1％

住宅新築資金等貸付事業 0円 2,709 万 3 千円 ▲ 2,709 万 3 千円 ▲ 100％

農 業 集 落 排 水 事 業 2億 9,178 万円 2億 8,774 万 6 千円 403 万 4 千円 1.4％

公 共 下 水 道 事 業 5億 7,928 万円 8億 4,660 万 9 千円 ▲ 2億 6,732 万 9 千円 ▲ 31.6％

簡 易 水 道 事 業 1億 1,784 万 6 千円 9,130 万 1 千円 2,654 万 5 千円 29.1％

合 計 131 億 9,386 万 5 千円 120 億 3,553 万 4 千円 11 億 5,833 万 1 千円 9.6％

水道事業会計（資本的収支の不足額は積立金で補填します）

収 益 的 収 入 1億 3,668 万 6 千円 1億 4,599 万 1 千円 ▲ 930 万 5 千円 ▲ 6.4％

収 益 的 支 出 1億 6,138 万 9 千円 1億 2,369 万 8 千円 3,769 万 1 千円 30.5％

資 本 的 収 入 2,882 万 7 千円 6,273 万 7 千円 ▲ 3,391 万円 ▲ 54.1％

資 本 的 支 出 1億 1,506 万 9 千円 2億 6,284 万 6 千円 ▲ 1億 4,777 万 7 千円 ▲ 56.2％

一般会計歳出の主な事業と予算額
■議会費…………………………　9,430万9千円
■総務費……………………… 7億4,669万9千円
総務管理費…………………………	 5億4,829万円
微税費…………………………	 1億2,545万7千円
戸籍住民基本台帳費………………	 5,729万5千円
選挙費………………………………	 1,432万1千円
統計調査費など………………………	 133万6千円
■民生費………………………18億5,397万7千円
社会福祉費……………………	 12億3,116万8千円
児童福祉費……………………	 6億2,280万9千円
■衛生費………………………… 6億980万1千円 
保健衛生費……………………	 4億1,024万7千円
清掃費…………………………	 1億9,103万6千円
水道費…………………………………	 851万8千円
■農林水産業費………………10億6,025万4千円
農業費……………………………	8億7,193万8千円
林業費………………………………	 2,545万9千円
水産業費………………………	 1億6,285万7千円
■商工費…………………………　5,584万8千円

■土木費………………………… 5億4,929万円
道路橋梁費……………………	 1億9,163万2千円
河川費…………………………………	 336万5千円
都市計画費……………………	 2億3,075万2千円
住宅費…………………………	 1億2,354万1千円
■消防費…………………………… 3億514万円
■教育費……………………… 5億8,795万3千円
教育総務費……………………	 1億2,819万2千円
小学校費……………………………	 9,311万2千円
中学校費……………………………	 8,326万3千円
幼稚園費……………………………	 4,343万8千円
社会教育費…………………………	 1億6,064万円
保健体育費…………………………	 7,197万4千円
学童保育費……………………………	 	733万4千円
■災害復旧費……………………	 10億5,636万円
農林水産施設災害復旧費……	 6億5,648万7千円
公共土木施設災害復旧費……	 3億9,987万3千円
■公債費……………………　17億3,936万9千円
■予備費………………………………		1,000万円
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予　算　質　疑

鶴
の
湯
温
泉
施
設
委

託
料
が
増
額
さ
れ
て
い

る
が
。

平
成
21
年
度
か
ら

３
年
間
の
委
託
契
約
を

行
い
ま
し
た
が
、
年
々
温
泉
の

利
用
客
の
減
少
に
よ
っ
て
利
用

料
も
減
収
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
年
度
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
70
歳
以
上
の

方
の
温
泉
利
用
料
に
つ

い
て
は
半
額
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
年
齢
を
、
65
歳
か
ら
と

見
直
す
考
え
は
。

こ
の
施
設
は
、
当
初

か
ら
住
民
の
保
養
の
た

め
と
い
う
こ
と
で
整
備
し
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
65
歳
以
上
か

ら
半
額
補
助
す
る
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

入
札
審
査
委
員
の
指

名
推
薦
は
、
町
民
が
納

得
で
き
る
方
に
。

市
町
村
で

は
馴
染
ま
な

い
の
で
、
色
ん
な
方

々
か
ら
の
ご
意
見
を

賜
り
な
が
ら
、
透
明

性
の
確
保
に
努
め
た

い
考
え
で
、
人
選
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

A 鶴
の
湯
温
泉

Q

A Q

QA

検
査
室

過
疎
対
策
支
援
総
合

対
策
事
業
補
助
金
２
１

６
万
５
千
円
と
は
、
ど
う
い
う

事
業
か
。

清
川
地
区
が
、
平

成
25
年
ま
で
の
３
年
間
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。内

容
は
、
梅
の
新
品
種
「
露

茜
」
の
産
地
化
と
、清
川
市
（
き

よ
か
わ
い
ち
）
の
開
催
で
、
住

民
や
他
地
区
と
の
交
流
を
行
い
、

色
々
な
事
業
の
展
開
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

A Q

国
道
４
２
４
号
宇
呂

住
の
災
害
復
旧
の
仮
橋

は
、
５
月
末
ま
で
の
完
成
と
聞

い
て
い
る
が
、
今
の
進
捗
状
況

で
間
に
合
う
の
か
。

大
変
厳
し
い
工
程
で

は
あ
る
が
、
５
月
末
の

梅
の
収
穫
時
期
に
照
準
を
合
わ

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

名
之
内
地
区
で
は
、

台
風
12
号
の
豪
雨
に
よ

り
、
山
の
中
途
か
ら
崩
れ
た
土

砂
に
よ
っ
て
、
谷
が
埋
ま
っ
て

い
る
。
下
流
域
に
あ
る
５
～
６

軒
の
民
家
へ
の
、
土
石
流
の
危

険
性
は
。

災
害
復
旧

A QQ

農
業
体
質
強
化
基
盤

整
備
促
進
事
業
と
は
。

昨
年
12
月
に
、
国
か

ら
県
を
通
じ
て
連
絡
が

あ
り
、
農
道
の
舗
装
と
か
水
路

の
改
良
工
事
な
ど
の
実
施
を
す

る
た
め
の
補
助
事
業
で
す
。

事
業
費
の
負
担
率
は
、
国
が

55
％
で
、
町
が
30
％
、
受
益
者

が
15
％
と
大
変
有
利
な
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

A Q 補
正
予
算

平成 23年度一般会計補正予算や平成 24年度一般会計・特別会計予算について、活発に質疑を行い
ました。一般会計予算の安全安心なまちづくりのための防災面の充実、農林水産業の振興、福祉や医
療の充実、教育面など質疑の一部を報告します。

合
併
特
例
債

平
成
24
年

度
末
時
点
の
、

合
併
特
例
債
の
全
体

額
は
。

平
成
24
年

度
計
上
分
を

含
め
る
と
、
48
億
７

３
５
０
万
円
で
す
。

A Q

過
疎
対
策

地
域
福
祉
計
画
と
は
。

現
在
の
地
域
福
祉
計

画
は
、
平
成
20
年
に
作

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
介
護
保

険
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
子

育
て
対
応
な
ど
を
各
地
域
と
も

協
議
し
て
ま
と
め
、
そ
し
て
行

政
の
意
見
も
加
え
た
計
画
を
作

成
す
る
も
の
で
す
。

A Q 地
域
福
祉
計
画

国道424号　清川地区

現
地
を
県
に
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
砂
防
事

業
と
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と

も
林
務
関
係
の
事
業
と
な
ら
な

い
の
か
を
含
め
て
、
今
後
も
協
議

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A
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ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
費
用
は
、
Ｊ
Ａ
も

負
担
し
て
い
る
の
か
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
費
用

は
町
単
独
で
、
Ｊ
Ａ
は

消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

梅
の
効
能
特
許

な
ど
の
経
費
の
半

分
は
、
Ｊ
Ａ
に
も

負
担
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 A Q 入

湯
税修

学
旅
行
生
の
入
湯

税
の
免
除
に
つ
い
て
、

去
年
修
学
旅
行
で
当
地
に
来
ら

れ
た
学
校
数
と
生
徒
数
は
。

修
学
旅
行
の
み
で
来

ら
れ
た
の
は
、
３
校
の

５
２
３
人
で
す
が
、
他
に
８
校

が
修
学
旅
行
と
体
験
学
習
で
来

て
い
ま
す
。

今
後
、
教
育
旅
行
誘
致
専
門

委
員
会
で
、
増
加
を
計
っ
て
い

き
ま
す
。

QA

プ
ー
ル
の

改
修
工
事
は

ど
こ
を
、
い
つ
行
う

の
か
。

ま
た
、
防
球
ネ
ッ

ト
の
工
事
で
は
周
辺

に
影
響
を
与
え
な
い

の
か
。

プ
ー
ル
サ

イ
ド
の
床
材

と
、
日
よ
け
ス
タ
ン

ド
の
設
置
を
、
プ
ー

ル
の
始
ま
る
６
月
中

旬
ま
で
に
終
え
、
防

球
ネ
ッ
ト
は
、
グ
ラ

ン
ド
側
に

建
て
る
の

で
、
駐
車

場
を
利
用

す
る
方
に

は
、
迷
惑

は
か
か
ら

な
い
と
考

え
て
い
ま

す
。 A Q

保
育
所
改
築

清
川
保
育
所
の
改
築

工
事
実
施
設
計
業
務

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

建
物
の
規
模
と
園
児
数
の
予
定

は
。 Q

園
児
数
は
、
平
成
16

年
は
26
名
、
平
成
18
年

は
34
名
、
平
成

20
年
は
30
名
、

平
成
22
年
は
21

名
、
平
成
23
年

は
20
名
で
あ
り
、

今
年
は
16
名
で

す
。建

物
は
、
現

状
と
ほ
ぼ
同
じ

面
積
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

A ひ
き
こ
も
り
対
策

社
会
参
加
支
援
セ
ン

タ
ー
の
実
態
は
。

一
般
的
に
、
ひ
き
こ

も
り
と
言
わ
れ
る
方
の

人
数
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

色
々
な
要
因
に
よ
っ
て
な
ら
れ

た
方
の
相
談
は
、
民
生
委
員
や

保
健
師
が
受
け
て
、
心
の
衛
生

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
、
田
辺
市
の

ハ
ー
ト
ツ
リ
ー
も
利
用
し
て
い

ま
す
。

A Q

梅
消
費
Ｐ
Ｒ

総
合
学
習
費
、
体
育

振
興
費
、
交
通
安
全
対

策
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
助
成
内
容

は
。

総
合
学
習
費
の
助
成

は
、
社
会
見
学
や
飼
育
、

栽
培
な
ど
に
か
か
る
費
用
で
す
。

体
育
振
興
費
の
助
成
は
、
体

育
授
業
や
運
動
会
に
か
か
る
費

用
で
す
。

交
通
安
全
対
策
費
は
、
岩
代

小
学
校
の
登
下
校
時
に
交
通
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
指

導
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の
方
に
助

成
し
て
い
ま
す
。

A Q 教
育
振
興

南
部
小
学
校

プ
ー
ル

学
校
ク
ラ
ブ
奨
励
金

の
具
体
的
な
奨
励
先
は
。

県
大
会
以
上
に
参
加

す
る
各
ク
ラ
ブ
に
対
し

て
、
交
通
費
や
、
あ
る
い
は
宿

泊
費
の
助
成
も
行
い
ま
す
。

A Q 教
育
諸
費

ネ
ッ
ト
で
、
学
校
や

高
城
、
清
川
の
図
書
館

情
報
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

各
図
書
館
同
士
の
蔵

書
情
報
の
閲
覧
が
で
き

る
状
況
ま
で
整
備
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

A Q 図
書
館

ゆめよみ館

清川保育所
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町
長
就
任
以
来
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

の
評
価
を
い
た
だ
き
、
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
み
な
べ
町
長
期

総
合
計
画
の
推
進
に
、
ま
い
進

を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
計
画
の
前
提
と
な
っ
て

お
り
ま
す
、
合
併
時
に
新
町
で

想
定
を
さ
れ
る
施
策
や
事
業
な

ど
に
つ
い
て
は
、
若
干
残
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
計
画
作
成
に
関
わ
っ
て

き
た
者
と
し
て
の
責
任
上
、
仕

上
げ
を
し
て
い
き
た
い
と
の
思

い
は
持
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
現
在
は
、
昨
年
の
台
風

町
長
就
任
後
に
、

色
々
な
問
題
が
起
き

ま
し
た
。

そ
の
問
題
に
、
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
休
日
や

夜
間
も
関
係
な
く
、
問
題
解
決

に
精
神
誠
意
で
努
め
ら
れ
て
き

た
こ
と
を
、
私
は
そ
ば
で
見
聞

き
し
な
が
ら
感
心
を
し
て
き
ま

一
般
質
問
一
般
質
問
は
3
月
9
日
に
8
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。（
質
問
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
）

岡　和雄 議員

次期町政への決意は、
　　　　　　如何に

質
問

町
長

し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
12
号
に

よ
る
豪
雨
災
害
で
は
、
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
、
夜
も
寝
ら

れ
な
い
日
々
が
続
き
、
目
を
赤

く
し
て
職
務
を
全
う
さ
れ
た
こ

と
に
、
私
は
心
を
痛
め
た
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

昔
か
ら
の
言
葉
で
、「
か
ま

12
号
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
日

も
早
い
復
旧
や
復
興
に
全
力
を

傾
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
町
政
の

発
展
の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
を
要
す
る
課
題
が
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。

私
と
し
ま
し
て
は
、
次
の
世

代
に
、
よ
り
良
い
形
で
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
よ
り
一
層

み
な
べ
町
の
発
展
に
、
今
後
も

引
き
続
き
、
誠
実
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長
が
出
馬
表
明

町
長
が
出
馬
表
明

ぼ
こ
の
よ
う
に
、
板
に
つ
い
て

き
た
」と
判
断
す
る
思
い
で
す
。

台
風
被
害
の
収
束
、
ま
た
給

食
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
で

は
、
継
続
し
て
中
身
の
わ
か
っ

た
町
長
が
、
再
任
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
知
る
か
ぎ
り
、
町
長
へ

の
不
評
は
、
職
員
の
方
々
か
ら

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
ろ
う
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
悪
評
な
ど

も
耳
に
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。

町
長
の
決
断
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。
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山
間
部
に
も
、
光

通
信
の
整
備
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
言
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
い
ろ
ん
な
商
品

を
ネ
ッ
ト
で
買
っ
て
い
る
人
も

多
く
お
ら
れ
、
産
業
界
で
は
、

ネ
ッ
ト
で
の
販
売
や
取
引
先
と

の
書
類
な
ど
の
や
り
取
り
に
は
、

ネ
ッ
ト
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
通
信
方
法
も
、
従
来
の

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
か
ら
、
よ
り
高
速
処

理
が
で
き
、
ま
た
大
容
量
通
信

が
で
き
る
光
通
信
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

県
内
で
も
光
通
信
の
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
例
え
ば
、

企
業
誘
致
す
る
場
合
に
は
、
必

須
条
件
の
１
つ
と
な
る
で
し
ょ

う
。と

こ
ろ
が
、
山
間
部
で
は
、

通
信
事
業
者
が
採
算
が
取
れ
な

北谷清治 議員

山間地対策
　　光通信の整備を

質
問

現
在
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

が
非
常
に
進
み
、
光
ケ
ー
ブ
ル

を
使
用
し
た
通
信
設
備
に
よ
っ

て
、
よ
り
高
速
な
通
信
に
な
っ

て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
市
内
局
番
72
局

の
南
部
と
岩
代
、
74
局
の
上
南

部
の
地
域
で
、
光
通
信
の
加
入

町
長

い
と
の
こ
と
で
、
整
備
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
す
。

町
内
に
お
い
て
も
、
市
内
局

番
で
言
い
ま
す
と
、
72
局
と
74

局
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

75
局
と
76
局
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

地
域
格
差
を
な
く
す
た
め
に

も
、
ま
た
災
害
対
策
の
一
環
と

い
う
こ
と
か
ら
も
、
山
間
地
域

へ
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

申
し
込
み
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
75
局

の
高
城
地
区
と
76
局
の
清
川
地

区
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

光
通
信
の
経
費
面
か
ら
み
て

み
ま
す
と
、
例
え
ば
、
テ
レ
ビ

の
受
信
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

の
負
担
と
毎
月
８
５
０
円
の
年

間
１
万
円
余
り
の
利
用
料
金
の

負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
設
置
し

て
い
る
地
域
の
中
で
、
設
備
が

古
く
て
、
通
信
速
度
の
遅
い
地

域
で
は
順
次
、
光
通
信
に
切
り

替
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

山
間
地

域
に
光
通
信
信

を
整
備
す
る
こ

と
で
、
若
い
人

や
若
い
世
帯
が

定
住
す
る
１
つ

の
条
件
に
も
な

る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す

の
で
、
県
や
関
係
各
社
、
い
ろ

ん
な
方
向
か
ら
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

山
間
地
対
策
や
企

業
誘
致
の
こ
と
も
含

め
て
、
是
非
と
も
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
整
備
す
る
の
は
民
間
事
業

者
で
す
の
で
、
採
算
が
あ
わ
な

け
れ
ば
整
備
が
無
理
だ
と
い
う

こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

町
が
、
ど
の
辺
り
ま
で
負
担

す
れ
ば
、
民
間
事
業
者
が
応
じ

て
く
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
、
今
後
も
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

質
問

町
長

町
と
し
ま
し

て
も
、
早
い
時

期
に
光
通
信

サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
、

要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
資
格
の
取
得
に
は

受
講
料
の
負
担
が
あ
り
ま
す
の

で
、
負
担
分
へ
の
補
助
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

防
災
士
は
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
防
災
に
対
す
る

意
識
も
高
め
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

昨
年
、
各
地
区
の
自
主
防
災

会
に
補
助
す
る
、
減
災
対
策
緊

急
事
業
費
補
助
金
を
20
万
円
ず

つ
計
上
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
自
主
防
災
会
で
、

こ
の
補
助
金
の
積
極
的
な
活
用

の
取
り
組
み
と
し
て
、
防
災
士

の
資
格
取
得
費
用
に
も
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か

ら
１
年
が
た
ち
、
今

ま
た
、
首
都
直
下
型
地
震
や
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が
、

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
大
き

く
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
海
地
震
は
、
今

後
30
年
間
に
60
％
の
確
率
で
発

生
す
る
言
わ
れ
て
お
り
、
各
地

で
、
防
災
・
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

防
災
の
専
門
家
で
あ
る
河
田

恵
昭
氏
は
、
東
日
本
大
震
災
の

時
に
避
難
し
て
い
た
の
は
、
日

頃
か
ら
避
難
訓
練
に
参
加
し
た

人
だ
け
で
あ
り
、
訓
練
に
参
加

し
な
か
っ
た
人
は
、
避
難
を
し

な
か
っ
た
か
、
も
し
く
は
避
難

に
失
敗
し
た
か
、
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

い
か
に
、
日
頃
か
ら
の
避
難

訓
練
の
大
事
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
若
者
か
ら
壮
年
層

ま
で
の
元
気
な
人
が
、
地
区
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
防
災
士
の

資
格
を
取
得
し
て
、
日
頃
の
訓

練
に
関
わ
り
、
引
っ
張
っ
て
い

最
近
の
マ
ス
コ
ミ

で
は
、
住
宅
火
災
で

死
亡
さ
れ
て
い
る
方
が
、
非
常

に
多
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
は
消
防
法
で
、
平
成
23

年
６
月
か
ら
新
築
住
宅
だ
け
で

は
な
く
、
既
存
住
宅
で
も
火
災

警
報
器
の
設
置
義
務
を
課
せ
て

い
ま
す
。

寝
室
や
台
所
、
各
階
の
踊
り

場
の
天
井
部
に
設
置
し
て
、
火

災
発
生
を
感
じ
た
場
合
に
は
異

常
を
知
ら
せ
、
逃
げ
遅
れ
を
防

ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

日
高
広
域
消
防
本
部
が
、
昨

年
行
っ
た
設
置
率
調
査
で
は
、

日
高
郡
内
で
当
町
の
設
置
率
が

最
低
で
し
た
。

自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、

是
非
、
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
よ
う
に
啓
発
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
、
お
聞
き
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
関
し

ま
し
て
は
、
町
は
平

成
21
年
か
ら
、
独
居
老
人
や
高

齢
者
の
世
帯
の
み
に
設
置
補
助

金
を
出
し
て
、
設
置
に
努
め
て

い
ま
す
。

法
律
に
お
い
て
、
設
置
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
一
般
家
庭
へ
の
啓
発

に
も
取
り
組
み
な
が
ら
、
全
戸

設
置
に
向
け
た
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
に
よ
っ
て
は
、

取
り
組
み
方
の
違
い
も
あ
り
ま

す
の
で
、
自
主
防
災
会
と
共
に
、

Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

田中昭彦 議員

もう、とりつけましたか
『住宅用火災警報器』

質
問

町
長

質
問

「
防
災
士
」の

資
格
取
得
に
向
け
て

「
防
災
士
」の

資
格
取
得
に
向
け
て

町
長
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う
こ
と
に
な
れ
ば
、
若
干
の
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
国
へ
の
補
助
金
申
請

時
期
な
ど
も
絡
め
て
、
で
き
れ

ば
本
年
中
に
で
も
方
向
性
が
わ

か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

上
南
部
小
学
校
学

童
保
育
所
の
開
設
時

期
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
１

月
に
上
南
部
保
育
所
に
通
所
し

て
い
る
園
児
の
保
護
者
、
１
０

４
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
78
世
帯
か
ら
の

回
答
が
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て

利
用
し
た
い
と
答
え
た
方
が
、

93
％
も
あ
り
ま
し
た
。

一
番
早
く
で
き
る
方
法
と
し

て
は
、
上
南
部
小
学
校
の
校
舎

内
の
余
裕
教
室
の
利
用
で
す
が
、

上
南
部
小
学
校
の

校
区
内
に
も
学
童
保

育
所
を
。

ま
た
、
町
村
合
併
時
に
作
成

さ
れ
た
合
併
協
定
書
は
活
用
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
、
お
聞
き

し
ま
す
。

未
実
施
小
学
校
校

区
内
で
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
検
討

す
る
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

合
併
し
て
か
ら
８
年
目
と
な

り
す
が
、
こ
の
部
分
が
ま
だ
、

具
体
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
、
保
護
者
の
方
々
が
希
望

し
て
い
る
内
容
、
早
急
に
教
育

委
員
会
に
調
査
を
お
願
い
し
て
、

現
在
の
上
南
部
小
学
校
の
校
舎

内
に
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
れ
ば
、

す
ぐ
実
施
で
き
る
の
か
な
と
思

い
ま
す
が
、
別
棟
の
建
物
と
い

楠本誠二 議員

学童保育所設置について

質
問

町
長

南小　学童保育所

30
名
し
か
入
れ
ま
せ
ん
の
で
、

オ
ー
バ
ー
す
る
の
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
、
検
討
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、
申
し
訳
な
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
平
成
24
年
以

降
の
検
討
課
題
の
１
つ
に
学
童

保
育
所
を
据
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
た
時

に
、
予
想
以
上
に
学
童
保
育
所

の
設
置
を
求
め
る
声
が
多
い
こ

と
に
、
正
直
驚
い
て
い
ま
す
。

生
活
や
家
庭
事
情
に
よ
り
、

夫
婦
共
稼
ぎ
が
、
梅
農
家
に
も

迫
っ
て
来
て
い
て
、
農
業
経
営

形
態
が
家
庭
労
働
力
に
頼
る
と

い
う
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
し
、

そ
れ
以
外
に
も
、
パ
ー
ト
と
し

て
働
い
て
い
る
主
婦
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

祖
父
母
が
子
守
り
を
す
る
時

代
は
、
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
は
、
同
じ
思
い

で
す
。

た
だ
、
本
来
な
ら
祖
父
母
と

同
居
し
て
い
れ
ば
、
家
庭
で
み

て
く
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
近
年
は
、
祖
父
母

と
同
居
し
な
い
家
庭
が
増
え
て

い
ま
す
。

子
ど
も
を
見
る
人
が
い
な
い

と
い
う
実
態
に
は
、
変
わ
り
が

な
い
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い

る
の
で
、
緊
急
的
な
取
り
組
み

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

学童保育所出入口
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聞
き
し
ま
す
。そ

う
い
う
場
合
、

ま
ず
畑
が
あ
っ
て
、

そ
の
後
に
道
路
が
で
き
た
の
か
、

そ
れ
と
も
道
路
が
あ
っ
て
、
そ

の
後
に
畑
が
で
き
た
の
か
で
、

考
え
方
の
違
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
、
道
路
が
で
き
た
経
緯

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
権
者
の
皆
さ
ん
が
話
し
合

い
の
も
と
で
、
農
道
が
で
き
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
道
路
と
し
て

分
筆
し
、
所
有
者
の
名
義
は
そ

の
ま
ま
置
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
畑
に
道
路
を

設
置
し
た
場
合
、
本
人
の
同
意

が
な
け
れ
ば
分
筆
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
今
後
、
十
分
な
話
し
合
い

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
担
当
課
、
地
籍
調
査

地
区
委
員
、
地
元
関
係
者
ら
と

の
話
し
合
い
で
円
満
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
べ
町
の
地
籍

調
査
対
象
面
積
は

１
１
８
．
９
㎢
の
う
ち
、
調
査

実
施
済
み
分
が
３
２
．
６
㎢
で
、

調
査
未
実
施
分
が
残
り
８
６
．

３
㎢
と
な
っ
て
い
て
、
未
調
査

率
は
、
全
体
の
72
％
で
す
。

全
町
の
調
査
を
完
了
す
る
に

は
、
あ
と
30
年
余
り
か
か
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
地
籍
現
地
調
査
を
し

て
か
ら
１
年
も
経
っ
て
い
な
い

場
所
で
、
今
日
ま
で
40
年
近
く

通
っ
て
い
た
道
が
突
然
、
通
行

で
き
な
く
な
り
、
そ
の
奧
に
土

地
の
あ
る
所
有
者
達
は
、
畑
へ

行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
途
方
に

暮
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
１
０
０
％
地
籍
調
査

事
業
の
原
因
と
は
申
し
上
げ
ま

せ
ん
が
、
調
査
の
進
め
方
が
、

１
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
と
思
い
、
今
後
、
同
じ
よ

う
な
出
来
事
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
籍
調
査
時
の
現
況
地
目
は
、

田
・
畑
・
道
で
あ
り
な
が
ら
、

地
籍
調
査
の
成
果
は
、
畑
の
１

筆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
な
ら
現
況
地
目
の
３
筆

に
分
け
る
べ
き
だ
と
思
い
、
お

森坂義明 議員

　地籍調査事業の
　　　推進にあたって

質
問 地
目
の
認
定
は

地
目
の
認
定
は

担
当
課
と
地
区
委

員
さ
ん
と
の
連
携
で

す
が
、
例
え
ば
、
地
籍
調
査
対

象
と
な
る
現
地
、
Ｂ
地
区
で
あ

る
が
、
地
権
者
は
現
地
周
辺
に

住
ん
で
い
る
Ａ
地
区
の
方
々
ば

か
り
で
、
遠
く
離
れ
た
Ｂ
地
区

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
地
区
委
員

で
助
言
や
協
力
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
の
か
が
疑
問
に
思
っ
て

い
ま
す
。

地
区
委
員
の
配
置
に
つ
い
て

の
考
え
を
、
お
聞
き
し
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業
担
当
課
と

地
区
委
員
と
の
連
携
は

地
籍
調
査
事
業
担
当
課
と

地
区
委
員
と
の
連
携
は

町
長

質
問

「
津
波
対
策
の
一
環
と
し

て
海
抜
３
ｍ
の
岩
代
小
学

校
の
プ
ー
ル
は
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

他
の
質
問

他
の
質
問

調
査
地
区
内
は
調

査
地
区
の
委
員
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
地
区
委
員
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
検
討
を
加
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
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町
長
は
、
昨
年
か

ら
町
内
の
各
地
区
の

懇
談
会
に
行
か
れ
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
聞
か
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

声
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
政
に

反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
持
ち
帰
っ
た
意
見
や

要
望
は
、
今
後
の
取
り
組
み
や

方
向
性
を
決
め
て
、
あ
ら
た
め

て
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
お
聞
き
し
ま
す
。

地
域
の
協
力
を
必

要
と
す
る
も
の
な
ど
、

色
ん
な
ご
意
見
を
賜
っ
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
も
の
は
直
ち

に
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
持
ち
帰
っ
た
も
の
は
、

各
課
に
お
い
て
、
対
応
し
て
い

原田　覚 議員

町民と町職員協働で改革を

質
問

ま
す
。

直
接
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
以
上
、
結
果
報
告
会

を
行
う
必
要
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長
は
、
「
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
ど
れ
だ
け
達
成
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
か
、
お
聞
き
し

ま
す
。

ま
た
、
次
期
町
長
選
へ
の
意

欲
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

言
い
ま
し
た
が
、
出
馬
す
る
と

い
う
考
え
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
。

合
併
協
議
の
様
々

な
約
束
な
ど
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
申
し
上
げ
て

き
ま
し
た
。

事
業
面
で
は
53
件
中
41
件
が

終
了
し
、
12
件
が
残
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
話
し
合
い
を
進

め
な
が
ら
達
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
検
診
事
業

に
力
を
入
れ
た
結
果
、
町
の
医

療
費
負
担
は
、
県
下
で
は
最
低

で
あ
り
、
あ
る
程
度
達
成
で
き

た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
昨
年
の
台
風
12
号
に

よ
る
被
災
に
よ
っ
て
、
災
害
復

旧
事
業
が
増
え
ま
し
た
が
、
早

急
に
目
途
を
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
期
町
長
選
に
つ
い
て
は
、

出
馬
の
意
思
は
持
っ
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

質
問

地
区
懇
談
会
の

反
映
を

町
職
員
の
声
も

反
映
す
べ
き

近
隣
の
あ
る
自
治

体
で
は
、
職
員
は
首

長
に
提
案
で
き
る
「
職
員
提
案

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

我
が
町
も
、
こ
の
制
度
を
取

り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

各
課
や
そ
の
他
の
枠
を
超
え

て
、
色
ん
な
意
見
や
提
案
が
出

て
く
る
環
境
づ
く
り
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
お
聞

き
し
ま
す
。

各
課
長
と
は
、
毎

月
の
課
長
会
で
意
見

交
換
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
情

報
共
有
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ

の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
副

課
長
会
や
、
主
幹
・
課
長
補
佐

を
寄
せ
て
の
会
、
ま
た
女
性
職

員
だ
け
の
会
、
年
齢
別
・
階
級

別
に
分
け
て
の
会
な
ど
を
開
く

こ
と
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

色
ん
な
意
見
が
出
て
く
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
意
見
を
各

課
で
共
有
し
、
み
な
さ
ん
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 質

問
町
長

就任以来の達成度と
　次期町長選への意欲は
就任以来の達成度と
　次期町長選への意欲は
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そ
し
て
、
国
会
に
提
出
し
て

い
る
政
府
の
法
案
で
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
、
全
て
の
医
療
費

を
対
象
に
、「
広
域
化
」
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
広
域
化
」
を
め

ぐ
る
、
そ
の
後
の
動
き
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

そ
の
後
に
つ
い
て

で
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
基
本
的
に
は
大
き
な
発

展
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
思
っ
て
い
ま
す
の
は
、

広
域
化
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
、

国
の
責
任
で
や
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。

負
担
と
給
付

の
公
平
性
、
将

来
に
わ
た
っ
て

安
定
し
た
制
度

運
営
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、

県
内
市
町
村
の

国
保
を
全
国
レ

ベ
ル
に
一
元
化

す
る
こ
と
だ
と
、

私
は
考
え
て
い

ま
す
。

ま
ず
、
そ
の

前
に
、
都
道
府

県
単
位
の
広
域

化
と
い
う
話
が

今
、
持
ち
上
が

っ
て
き
て
い
る

わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
に

こ
の
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
22
年

９
月
議
会
で
も
質
問
し
ま
し
た
。

今
回
、
再
度
取
り
上
げ
ま
し

た
の
は
、
こ
の
「
広
域
化
」
を

め
ぐ
る
動
き
が
、
急
に
あ
わ
た

だ
し
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

う
か
ら
で
す
。

１
つ
は
、
県
の
調
整
交
付
金

を
７
か
ら
９
％
に
増
し
て
、「
広

域
化
」
を
進
め
る
た
め
に
、
県

の
権
限
を
強
く
し
た
こ
と
で
す
。

政
府
は
、「
県
の
調
整
機
能

を
強
化
し
、
広
域
化
を
推
進
す

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

山中邦夫 議員

国保の広域化について

質
問

町
長

つ
き
ま
し
て
も
、

特
に
決
ま
っ
た

動
き
と
い
う
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
現
在

の
30
万
円
以
上

の
制
度
で
も
、

み
な
べ
町
は
医

療
費
が
低
い
の

で
持
ち
出
し
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
持
ち
出
し
に

な
っ
て
い
る
分
に
つ

い
て
は
、
県
の
特
別
調
整
交
付

金
で
補
填
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

そ
の
調
整
交
付
金
が
、
２
％

増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
本

化
す
る
時
に
、
県
の
権
限
が
大

き
く
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。そ

れ
か
ら
、
１
件
30
万
円
以

上
の
レ
セ
プ
ト
や
医
療
費
総
額

に
占
め
る
割
合
は
、
国
レ
ベ
ル

で
は
３
９
．
８
％
で
す
が
、
み

な
べ
町
で
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
に

な
り
ま
す
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

県
の
調
整
交
付
金

の
采
配
の
ふ
り
方
に

つ
い
て
は
、
絶
対
な
い
ん
だ
と

答
弁
し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

私
自
身
は
、
そ
う
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
そ
ん
な
場
合
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
す
。

そ
れ
か
ら
、
１
件
30
万
円
以

上
の
レ
セ
プ
ト
や
医
療
費
総
額

に
占
め
る
割
合
は
、
み
な
べ
町

の
場
合
、
３
５
．
６
％
で
す
。

質
問

町
長

社会保険　紀南病院
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み
な
べ
町
歴
史
資

料
館
の
設
置
に
つ
い

て
、
お
聞
き
し
ま
す
。

合
併
前
の
南
部
川
村
当
時
に
、

歴
史
資
料
館
を
作
っ
て
は
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
と
聞

き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
う
や

む
や
に
な
っ
て
消
え
た
と
も
聞

い
て
い
ま
す
。

わ
が
町
に
も
、
色
々
な
歴
史

上
の
貴
重
な
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
基
幹
産
業
で
も
あ

る
「
梅
」
に
つ
い
て
は
、
梅
振

興
館
が
あ
っ
て
、
梅
の
歴
史
な

ど
を
見
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
「
炭
」
に
つ
い
て
は
、

備
長
炭
振
興
館
で
知
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
遺
跡
物
展
示
と

か
、
戦
争
時
の
遺
物
や
農
作
業

の
工
具
な
ど
に
つ
い
て
は
一
括

し
て
展
示
で
き
る
場
所
を
作
っ

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
町
の

歴
史
を
知
ら
せ
て
い
く
方
法
も

考
え
て
は
と
思
い
、
お
聞
き
し

ま
す
。

歴
史
資
料
館
の
設

置
に
つ
い
て
の
思
い

は
、
同
じ
で
す
。

合
併
協
議
の
な
か
で
も
話
が

あ
り
、
貴
重
な
歴
史
や
文
化
的

遺
産
の
管
理
保
存
と
修
復
な
ど

に
よ
り
、
歴
史
と
伝
統
に
息
づ

い
た
芸
術
と
文
化
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
、
新
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
も
記
載
さ
れ
て
い

中井重雄 議員

みなべ町
歴史資料館の設置は

質
問

ま
す
。

で
も
、
今
の
町
の
財
政
状
況

を
み
ま
す
と
、
非
常
に
難
し
い

問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
資
料

館
を
新
た
に
建
設
し
な
い
方
法

で
検
討
で
き
な
い
か
な
と
考
え

て
い
ま
す
。

現
在
、
各
施
設
で
展
示
や
保

管
し
て
い
る
色
々
な
資
料
を
、

今
あ
る
施
設
を
有
効
利
用
で
き

な
い
か
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
や
、
財
政
的
に
余
裕
が

あ
れ
ば
施
設
を
建
て
る
方
法
も

あ
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
の

言
わ
れ
て

い
る
と
お
り
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
町
の

財
政
的
な
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
新
し
い
施

設
を
作
る
こ
と
は
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
今
あ

る
町
の
施
設
で
何
と

か
利
用
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
早
い
時
期

に
、
歴
史
資
料
館
を

設
置
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

で
き
れ
ば
早
く
、

展
示
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
利
用
を
考
え
て
い
る
施

設
と
し
ま
し
て
は
、
八
丁
平
野

に
あ
り
ま
す
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
や
、
西
本
庄
に
あ
る
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
建
物

な
ど
で
あ
り
、
利
用
開
始
時
期

的
な
も
の
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
な

ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
一
堂
に
展
示
保

管
で
き
る
施
設
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

質
問

トーミ

足踏み脱穀機
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広域的な危機管理体制を支える地方整備局の存続と機能拡充を求める意見書
先の東日本大震災では、東北地方をはじめとする広範な地域に甚大な被害が発生し、現在も、

現地の復旧・復興に向けた取組みが懸命に進められている。国や自治体の職員は自らも被災者で
ありながら、大震災発生直後から懸命の救援にあたり、特に救助・救護活動等に不可欠な道路に
ついては、東北地方整備局をはじめとして国の機関が広域的かつ機動的に高度な技術力・機械力
に基づいた迅速な活動を行うことにより、災害発生の翌日には緊急車両の通行が可能となるなど、
救助・救援や復旧・復興活動に大きく貢献した。
また、今回の台風１２号が紀伊半島にもたらした記録的な豪雨により、公共インフラは甚大な

被害を受け、国道４２号をはじめとする県内幹線道路は、洪水や土砂災害、越波等により各所で
通行止めとなり、紀南地域の交通は完全に麻痺した状態となった。
一方で、県内の高速道路は健全性を保ち、迅速な救助・救援活動に大きな役割を果たし、また

先の東日本大震災においても、高速道路は、救助・救援や復旧活動のための輸送ルートとしてだ
けでなく、避難場所や防波堤としての機能も発揮するなど、その有用性が再認識されたところで
ある。
しかしながら、政府はこうした地方整備局の果たしている役割を正当に評価せず、「地域主権改

革」を主張し、閣議決定した「アクション・プラン」に基づき、通常国会に国の出先機関を原則
廃止する法案を提出しようとしている。
近い将来必ず来るといわれている、東海・東南海・南海地震は、本町にも甚大な被害を及ぼす

ことが想定される。国に求められていることは、防災・減災対策で地方自治体と連携し、住民の
生命や財産を守り、安心・安全を確保する責任と役割を発揮することである。
国土交通省の地方整備局の廃止は、国民の生命や財産を守る政府の使命に反するとともに、地

方において国が果たすべき責任と役割を曖昧にするものである。大規模災害に備え、国として行
政責任を果たすためには、地方整備局を存続し、さらには機能を拡充すべきであると考える。
よって、政府及び関連機関におかれては、このような切実な地方の状況を踏まえ、下記事項を

実現するよう強く要望する。

記
１．東海・東南海・南海地震や異常気象による大規模災害への備えや、被災した場合の迅速な救助・
救援、　復旧・復興活動など、広域的かつ機動的な危機管理体制を確保するため、地方整備局の
廃止や移管は行わないこと。

２．国の出先機関を原則廃止する「アクション・プラン」などを再検証し、国と地方が協力して
行政サービスを行っていくために、国と地方の責任と役割を再検討すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成２４年３月１９日
和歌山県日高郡みなべ町議会

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、
経済財政政策担当大臣、国土交通大臣

意見書 2件採択
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障害者総合福祉法の早期制定を求める意見書
我が国では、平成１８年４月に障害のある人も障害のない人と共に地域社会で生活できるため

の仕組みを目指した「障害者自立支援法」が施行された。しかし、この法の施行直後から、新た
に導入された応能負担制度をはじめ、さまざまな問題点が指摘されてきた。その後、国は平成２
２年１月に障害者自立支援法訴訟の７１人の原告との間で、すみやかに応能負担制度を廃止し、
遅くとも平成２５年８月までに障害者自立支援法を廃止して、新たな総合的な福祉法制を実現す
るとの基本合意を交わした。
一方、国連では平成１８年１２月に障害者権利条約が採択され、すでに９０カ国以上が批准を

終えているが、我が国は国内法が未整備のために未だ批准できていない状況にある。
これらの問題解決に向けて障害者制度の集中的な改革を行うため、平成２２年１月に内閣府に

おける「障がい者制度改革推進本部（本部長：野田佳彦首相）」の下に「障がい者制度改革推進会
議」が設置された。ここでの検討を踏まえて、平成２３年７月には障害者基本法の改正が行われ、
また、８月には推進会議の下に設けられた総合福祉部会において、「障害者総合福祉法の骨格に関
する総合福祉部会の提言」が取りまとめられたところである。
障害の種類や程度、家族の状況、経済力、居住する自治体にかかわらず、障害者が自ら選んだ

地域で自分らしく暮らせる社会を実現するためには、障害者基本法や今般の骨格提言に沿って「障
害者総合福祉法」を着実かつすみやかに立法化する必要がある。
以上の観点から、障害者総合福祉法の確実な成立と施行を求め、国会及び政府に対して次のと

おり強く要望する。

記

１．障害者総合福祉法の制定にあたり、推進会議の総合福祉部会が取りまとめた「障害者総合福
祉法の骨格に関する総合福祉部会の提言」を最大限尊重し、反映させること。

２．障害者総合福祉法の制定にあたり、制度を円滑に進めるための地方自治体の財源を十分に確
保すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２４年３月１９日
和歌山県日高郡みなべ町議会

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣

議員発議による条例可決
今まで、地方自治法により、町の長期総合計画などの基本構想策定や変更については、議会の

議決が必要でしたが、地方自治法の一部改正によって除かれました。
議会としましては、今後も引き続き議決が必要であると考え、議員発議で「みなべ町議会の議

決すべき事件を定める条例」を提出し、可決しました。
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委員会では、町内の全小中学校の給食実施に向け、平成２４〜２５年にかけて工事を行う現給食

センターの改修と新たに増築する建物の基本計画について、教育委員会より説明を受けました。

給食センターの改修と増築によって、調理面では調理室が広がり、調理作業への効率も良くなる

ことから、今まで外部発注していた米飯が自前で炊飯することができるようになります。

なお、調理器具は、設備のオール電化により最新電気調理機器を導入する予定です。

また、今まで課題となっていた衛生管理面については、給食搬出場所と食器回収場所を新たに設

けられ、食器洗浄室は今まで以上に改善されます。

説明後の質疑では、各委員より、災害による長時間の停電などの非常時は、ガス利用による調理

についても考えていくべきでは、小中学校の生徒数が減ってきたとき、幼稚園児を含めた給食につ

いても検討していくべき意見などがありました。

その後、給食センター増築建物を建設する用地の現地確認を行いました。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

講師に、和歌山県知事　仁坂吉伸氏を招き、TPP（環太平洋経済連携協定）や県が平成２４年度に
取り組む農林水産業の体質（基盤）強化と観光業の連携、防災と減災対策について受講しました。
昨年は、東日本大震災による国内外への影響が大きく、９月に襲来した台風１２号による水害は、
紀伊半島に甚大な災害をもたらすなど災害の多い年でもありました。
県としては、被災箇所への復旧復興と将来発生する東海・東南海・南海地震による津波などの減災
に向けて見直していくことで、県内の産業基盤の強化と活性化につなげたいなどの意気込みを感じま
した。

平成２５年２月完成予定の給食センター増改築基本計画の説明と現地確認ついては、
２月１４日（金）の総務文教常任委員会で行いました。それについて、報告します。

常任委員会報告

日高郡町議会議員研修会
１月３１日（火）、みなべ町内において、日高郡議長会主催の日高郡町議会議員研修会が開催されました。
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梅の里まちづくり政策調査特別委員会調査報告
昨年９月の台風１２号は、みなべ町内各地に甚大な被害をもたらしました。特別委員
会は、現地視察と担当課からの聞き取りや被災状況や復旧計画などの説明を受け、今後
の防災や減災の取り組みについて検証しましたので、報告します。

今
回
の
台
風
で
は
、
清
川
地
区
の
雨
量
計
で
８
６
２
㎜
を
計
測
す
る

な
ど
、
過
去
に
な
い
記
録
的
豪
雨
で
し
た
。

被
災
状
況
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
全
壊
に
よ
る
犠
牲
者
が
１
名
、
国

道
や
県
道
・
町
道
で
は
、
山
林
の
土
砂
崩
れ
に
よ
る
法
面
崩
壊
や
道
路

の
陥
没
で
通
行
止
め
や
通
行
規
制
さ
れ
、
河
川
で
は
増
水
や
氾
濫
で
、

住
宅
の
床
上
・
床
下
浸
水
や
農
業
用
倉
庫
の
浸
水
被
害
も
多
数
あ
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
電
気
や
電
話
の
不
通
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
時
孤
立
し
た
地

区
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
梅
農
家
が
被
っ
た
被
害
も
甚
大
な
状
況
で
あ
り
、
河
川
沿
い

の
農
地
や
樹
園
地
が
、
濁
流
や
流
木
群
に
よ
っ
て
護
岸
が
損
壊
し
て
流

失
す
る
な
ど
の
被
害
も
多
く
、
傾
斜
樹
園
地
で
は
土
砂
崩
れ
や
農
業
用

設
備
の
損
壊
も
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
で
は
、
現
地
視
察
や
執
行
部
か
ら
の
説
明
を
受
け
て
、

防
災
や
減
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
証
し
、
以
下
の
よ
う
な
要
望

や
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
ま
と
め
、
委
員
会
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

県
及
び
関
係
機
関
へ
の
要
望

県
及
び
関
係
機
関
へ
の
要
望

①　

県
に
対
し
、
２
級
河
川
南

部
川
の
河
川
水
位
観
測
計
を

新
た
に
清
川
地
区
・
高
野
地

区
・
辺
川
地
区
に
も
設
置
を

要
望
す
る
こ
と

②　

土
地
改
良
区
南
紀
用
水
に
、

島
之
瀬
ダ
ム
管
理
情
報
の
提

供
を
要
望
す
る
こ
と

み
な
べ
町
防
災
計
画
の
見
直
し
を
検
討

み
な
べ
町
防
災
計
画
の
見
直
し
を
検
討

①　

町
民
が
、
避
難
・
自
助
・

共
助
・
近
助
・
公
助
の
徹
底

化
を
図
る
た
め
に
、
防
災
や

減
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の

情
報
を
周
知
す
る
こ
と
、
意

見
を
求
め
る
こ
と

②　

全
公
用
車
に
、
車
載
型
移

動
系
防
災
行
政
無
線
機
を
取

り
付
け
る
こ
と

③　

電
話
回
線
、
携
帯
電
話
、

防
災
無
線
、
衛
星
電
話
が
使

用
不
可
能
な
時
を
想
定
し
た

対
応
を
検
討
す
る
こ
と

④　

避
難
施
設
と
な
る
公
共
施

設
や
地
区
会
館
の
立
地
状
況

や
設
備
状
況
及
び
避
難
者
収

容
可
能
人
数
な
ど
把
握
を
す

る
た
め
の
台
帳
整
備
を
行
う

こ
と

⑤　

配
備
体
制
時
に
は
、
職
員

の
待
機
場
所
を
見
直
し
、
地

区
公
民
館
へ
の
配
置
職
員
を

増
や
す
こ
と

⑥　

高
台
に
、
災
害
用
施
設
や

備
蓄
倉
庫
な
ど
の
整
備
を
行

う
こ
と

⑦　

土
砂
、
が
れ
き
、
ゴ
ミ
な

ど
の
仮
置
き
場
所
を
確
保
す

る
こ
と

⑧　

備
蓄
不
可
能
な
医
薬
品
な

ど
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
有

す
る
事
業
所
と
災
害
協
定
の

締
結
に
向
け
て
検
討
す
る
こ

と
⑨　

災
害
救
護
活
動
に
備
え
て
、

看
護
師
な
ど
の
有
資
格
者
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ

テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
結
成
に

向
け
て
検
討
す
る
こ
と

最
後
に
、
災
害
や
復
旧
時
の

対
応
に
追
わ
れ
た
消
防
団
や
、

そ
の
他
関
係
者
の
ご
尽
力
や
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
町
民

皆
さ
ま
方
に
は
、
今
後
と
も
災

害
復
旧
や
復
興
に
向
け
て
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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サークル紹介

みなべ町書道クラブ みなべ文芸

みなべ町文化協会

◦  

発
　
足

昭
和
33
年
８
月

随
筆
集
「
随
筆
み
な
べ
」

第
１
集
を
発
行

◦  

現
　
在

　

代
表
者　

吉
水　

霊
章

　

会
員
数　

72
名

◦  

活
　
動

毎
年
８
月
末
に
、
原
稿
募
集

締
め
切
り
後
、
編
集
委
員
で
編

集
や
校
正
を
経
て
、
印
刷
所
へ

発
注
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
は
、
第
58
集
を
発

行
し
ま
し
た
。

◦  

発
　
足

　

平
成
９
年

◦  

現
　
在

代
表
者　

冨
士　

千
佳

指
導
者　

大
野　

こ
ま
さ

会
員
数　

６
名

◦  

活
　
動

第
二
・
四
の
月
曜
日
午
後
７

時
半
か
ら
、
み
な
べ
公
民
館
で

練
習
し
、
秋
の
文
化
祭
に
出
展

し
て
い
ま
す
。

◦
一
言（
み
な
べ
文
芸
）

ど
な
た
で
も
、「
自
分
史
」

を
書
く
よ
う
な
つ
も
り
で
、
気

軽
に
書
い
て
投
稿
し
て
、
会
員

に
な
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
歓
迎

し
ま
す
。

◦
一
言（
み
な
べ
町
書
道
ク
ラ
ブ
）

小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
、
ご

高
齢
の
方
ま
で
、
み
ん
な
仲
良

く
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
、
気
軽
に
ご
入
会
で

き
ま
す
の
で
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 あ

と
が
き

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
86

億
６
９
０
０
万
円
の
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
３
３
０

３
万
３
千
円
の
減
収
で
、
主
な

理
由
は
梅
産
業
の
不
振
に
つ
づ

き
、
台
風
の
被
害
や
異
常
気
象

の
影
響
で
不
作
傾
向
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
歳
出
で
は
台
風
12
号

に
よ
る
災
害
の
復
旧
費
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
少
し
で

も
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
も
と

思
い
、
広
報
委
員
会
は
、
議
会

へ
の
関
心
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
（
楠
）
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